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の 細顧 は 他 。 鰾 、 噺 離 ・・臨 毯 部 ・ 空胞緬 ・ た ト ・・
一ゲ ・ 細胞 の 薩 に

嚶
の ひ だ

があ 、 ． 細 、内 。 は緬 ・・胞体及 ・空胞醗 生 ・ て … 肚 ・ ：srwve・ 包 ん で ］’　」レ モ
ーゲ 囃 胞 勘

り， そ の 糧 、 同懸 を呈 す る ．
・ 紡 の全 て の 細躑 ・ は ミ ト ・ ン ド ・ア ・ 細   粒 な

琶
散在 し て い

る ． 鄭 ． の 細麟 全体 施 ん 磁 離 赫 り， ・の タ脚 ・ は 藤 粒 を鐓 含 ん だ 神騨 槻 られ る ・

　　　　　　　　　　カ イ コ ガ複眼発生 の 電子顕微鏡像 と ERG との 関係

　　　　　　　　　　　　　江 口　英輔 ・桑原 万寿太郎 　（九大
・理 ・生 ）

。 、 ， ガ 脚 伽 ＿ 幅 略 時期 ・ 鮒 ・繍 特・感桿 （rh ・bd ・ m ）醗 生 耀 し 覇 （ よ る観察

。 行な 。 た ．蛹 の 中顯 か ら羅 黼 の 繝 包質か ら管攜 造 ・轍 ・槭 購 る に つ n ’
（・ こ 礪 造砿

が り， 又管 の 径が小 さ くな っ て 感桿が完成 さ れ て 行 く。

成虫 の 。RG は単讎 の 負皈 麿 ， 鬮 麟 中負 の 成分・ 増大す ・の ・対・ て 雌 の ERG で 蹟 鹹

分は闘 離 軟 第 。 尠 ・ て 行 く誠 虫 ・ ・RG は光 の ・・ で 照鰤 ゆ 一 の 半分ぐらL“　L か もど らな

圃 附 ． て 譲 で は ほ 臨 の ・ ベ ル ・・も ど る ． 蝕 暾 い もの ほ 皈 応は 大 聾 ・ 薙 讎 獣 魯 艢

と考え られ る 若 い 蛹 か ら は，ERG は 記録 出来 なか っ た 。

　 し た が っ て 感桿 は ERG 発生 に 不可欠の もの と考 え られ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　生 理 ・ 生 理 化学

　　　　　　　　　　　　　　　　　（第 III 会場 ・第 2 日）

　　　　　　　　　　　ハ ツ カ ネズ ミに投与 した放射性 マ ン ガ ン の 行動

　　　　原 富 之 越 田 豊 （穀 医大 ・据 頒 吐 ）・櫞 轍 蹴 理゚ 咳 珊

生 晦 量元素 の 物 学 臆 範 灘 す る た め キ ャ リヤ
ー （c ・と略 ） フ リー RI 訴 哥勝 鑷 究 雅 め ・

t “ M 。 を と りあ肱 ・・ を ・ 曜 ・ た の ち ， ・ … コ 朗 琺 … て 葡 紛 離 し ・ その 靴 物

をマ ウ ス に静注 し た ． 計数法 と ARG 法 ｝c よ る実験結果 をの べ る ・

1． ，塒 問 の ・．フ リー ・M ・ 分糧 ま腎 ， 膵 ， 肝 ， 腸蕊 骨 ，睾丸 ・ 麟 ・筋 ・ 眼球 ・ 脳 ・ 嫌 嬾

に 少 な くな る 。 注射液 に C ・を 加 え る と こ の 順 は腎 ， 骨 ， 肝 ， 膵 と な る 。

，， 投搬 1 罰 萌 ち ・ G ．・ ・一の 駘 ・ 蘭 ・・ ％… を猟 た駘 ・・ 雌 95
．
％ ° 　’Mn が主

と し て 腸 を経 て 排 出 され ，
ARG ・ MC よ れ ば腸一眼 細胞内1び M ・ の偏在が認 め られ る ・

，．＿
・
・M 。 蓄積雖 α 鮪 鮮 拘 らず闘 胚 は襟 ・1時剛 内 罐 大 とな り・ 以 後急 に 尠 す るが ・

骨 ， 筋 で は ゆ るや か に 減 少す る 。

、． 注軅 の c ．量 繊 百倍 肚 に 齣 し て も腎 ， 駄 ど が M ・ 蓄齷 は 牡
1
儲 鮖 に す ぎな い ・

骨 で は C ．濃度 に 狗 らず殆 ん ど一定 で あ る 。

　　　　　　　　　　　ミツ バチ の亜 鉛　II　　小山内　実　（東大 ・理 ・動）

、 。 バ 初 妊 蟻 凝 蜘 齪 姻 讎 べ 鵬 そ の 原因 と みら漏 瀦 の 幼虫嬾 膾 ま れ る醐 噫

を測定 し た。妊 蜂 の 蝋 ち ・ イ ヤ … ゼ リー畷 の 約 7・ 倍の 稠 給 む ・ 花粉 ゜ neell は 朗 ヤ ル ’

ゼ リーの 含量 。 ペ ル 鵬 。 乳 鴎 で ・ イ ヤ ル
・ゼ リー唖 騨 花継 食 べ た鯲 蜂 の 咽喉讎 へtc

　
S の と

考ke ，、、 ． 牲 段階鯲 ・ は鯲 蝉 匹 ・女王蜂 の 約 ・・ ％ ・ か 醐 を含 a ず ・
1°° m ・ 轍 醒 当 た り

の 醗 は 亂 く ・・％ 。 か 備 ・ て い 加 ． 厳 の 継 織鯲 け る殲 の 肺 は 1°°m ・ 鱇 蠶 当た 囃

蜘 礎 蜂，妊 蜂， も胸部 ， 騨 で は大 きな差が謝 ら橄 願 騨 は凝 蠍 多 く灘 ん ど そ 硼 喉

　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　（47 ＞
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駄 無 ・ て 囀 ・概 られ た ・ その 讎 蜂・ 妊 蜘 擁 腺 ， 灘 の 体壁渭 。 醐 籠 の 高曄 耀

鍵轟雛讐躑獣 欝 。1
‘fl”ff”

蝋 ・ プ ・ テ オ ・ ピ ・ ド轣 ・ 集 i… 黻 酸

　　　　　
α 一ニ トロ ソ β一ナ フ ト ー ル に よる沃度の 検 出　 加藤 光次郎　（埼 玉 大 ・文理 ・生 〉

　　
α 一訃 ゜ ソ β’ナ ン ト 塵 よ 購 織内 の ・有 黝 と嵩 し て 鴨 濃 館 殊 検出で きる 事 観 出 し た ． 。

の 方法 に よ リメ ヲ ニ ン 転 瀬 を舗 ・ て ・ ・
‘

膿 … ゾ の 存在 を黼 ・ た 嚇 学躙 職 部第 、
回絵 ）・ そ磯 ア メ 1丿カ ザ ・ ガ ー の 中腸讎 瀬 の 含 ・ れ て 鴎 事 が 判 。 ・ ． 沃度。 中嫐 鍍 中 の ，

轡
の 融 者に よ り獄 髄 ・い わオ・て い る細勵 噸 胞 の 中で あ ・ ． 旆 ・最近 ザ ， ガ 。 の 中 臘 中。 セ 、．

誹 饗響甥 粥 ：警誌語糖灣謬輦畿籌離 緩 1・霧 蟻
ル ヲー

ゼ 楠 記 搬 細胞か ら分泌さ れ る と撕 した・蘇 儼 が 儡 ラ ぜ の 漱 獺 叉 は べ グ 。 イ タ．と
し て 存在 して 鴨 の で は な い か と擬 し て

・ 之 を実詔
一
る酵輳 馳 雛 識 て い る s

　　　　　　　　
ニ ワ 1・リとア オダイシ ョ ウの 卵殼膜 の ア ミノ酸組成 の 比較研究

　　　　　　　　　　　　　　　 陶山　好夫 ・津坂 伸幸 　（明大 ・農）

蝕 軈 ll睚 鯲 水髄 隙 ・・嫐 攤 骸 す ・． ・ の ’Ne 質 ・、鳥類の 卵 灘 の 。 ， ． 覦 成 、 妣
較 し た・欄 と し て 験 鰯 膜 は ア オ ダ … 吸 び ・ … の 卵 ・ も・ で ， ・ ・ 糊 成 。 塩 酸 加 紛
驚 MiH 舫 法 ｝c ・ り DN ・ 化 ・… P一ア ・ ノSC・ ，

・ Le ・y の 方法 ・ よ り ・ 凝 ・。・ 。 よ 臓 それ
の DNP 一ア ミ ノ 醐 織 ・ ポ ・ ・を紺 匕色糧 ・ た・卵殻膜 中 ・ は 紛 糖 鮪 在 す 、 臓 加 水蠏
中の ア ミ ノ齣 蠏 が甚 だ ・ 喊 得 ・れ … ノ 酸 鐘 か ら繍 ・繍 …

，
・ ず れ 。 場合 も多 ，存在

す る ア ミ ノ酸 と L て は ・ グ ・ ・ ・ … レ タ ・ 犠 … ，
ス u 一ン ．・ ・ チ 。 ，． チ 、

・
． ン

，　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ア ル ギ ニ

ン
・
　 コx び ゾ ゜ リ ン を あ鵬 こ と巌 きる・ 酳 の 差 と し て は 一 ・ ・ リで は グル タ ・ ・ 酸 緋 獣 多 く， プ ロ

リ 蹴 れ 歐   萌 ・・ア ・・
’X イ ・ ・ ウ で は ブ ・ リ ・ が職 多 く， グ ・レ タ ， 職 。 。 オ ． 。 が こ t、。

次 ぐ。 こ れ を他 の 蛋 白 と比 較 し た 。

　　　　　　　　　ラ ッ 1・肝の s−RNA に つ い て 　 山名 溝 隆 　仇 大 ・ 理 ・生 ）

わ れ 批 の 髄 噺 殖 よ ・ て 濁 物髄 の RN ・ が ・ … 一
・ 処 恥 二 つ の 著し く腰 螟 に す る

グ ル “7
’
（P’kNA と 「−RNA ＞紛 ｝ナられ る ・ と が 朋 らか 畩 ・ た．ま た，櫨 腰 の さ 殖 歌 タ ． ． ψ

舗 躙 与 す る 脳 A が pRNA で あ る可言誰 綱 時に 指摘 し た。
一方 ・ 蹴 ゜ syl ・ ・acil 　

… ’・・t・d・ （5−−R ・ ） の 譴 と ，
　 s−R ・NT・ ・ と り・ ま 禍 ア ， ． 脚 量 と磁 、い 、こ

躙 す 糠 実醜 ら続 ・ そ ・ で ・ ・
−RN ，X　 i：・ ・ ノ

ー
魂 理 し て ，，・RNA と 。   旅 笳 。 ク ． オ チ ド

畍 臥 材 咬 換樹脂 i… 3［る 加 ・ ・ ク ・ マ ・グ ・ 7 ・ で そ れ ぞ t… ク ・ ・
一
チ ド皺 を ． らぺ ，一 、O，。 、3

の 5−RU の 含 量 を比較 した。

そ の 櫞 ・8°％ 肚 の 5−RU が P−R ・・A ・ ・一含 ま杭 い る ・ と 棚 らか ・・ 敏 づ
・
くな くと 竜 ，．賦 。 。

璽続 虚二
く ク 合磁 し て 齢 に繦 難 ・・ … P・RNA で ・ ・ ・… わ 嫐 磁

　　　　　　　　　ア ゲ ハ の 翅 の 色 素 　梅鉢 幸重 （金沢大 ・ 理 ・生 〉

良 く知 ら才して い る よ 5 に シ ・ チ ・ 蝌 の 喋の 翅 の 色難 方 ・ ・ で あ・ が ． 鸚 あ ・ ． 、 。 。 。 。 チ 。 。

（4B ）
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